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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアンテナを有する電子デバイス用のアンテナ選択方法であって、
　前記複数のアンテナのうち、デフォルト動作アンテナであるアンテナの信号強度がプリ
セット値より低いか否かを検出し、前記プリセット値より低くない場合には、ステップＳ
１を繰り返し行い、前記プリセット値より低い場合には、ステップＳ２へ移行するステッ
プＳ１と、
　前記電子デバイスの存在する現在の使用環境とプリセット使用環境とが一致するか否か
を検出し、一致する場合にはステップＳ３へ移行し、一致しない場合にはステップＳ５へ
移行するステップＳ２と、
　前記複数のアンテナのうち、前記デフォルトアンテナと異なる前記電子デバイスにおい
て現在の使用環境による影響が最小となる位置に位置する第１アンテナを動作アンテナと
して起動してステップＳ４へ移行するステップＳ３と、
　動作アンテナとして起動された前記第１アンテナの信号強度が前記プリセット値より低
いか否かを検出し、前記プリセット値より低くない場合にはステップＳ４を繰り返し行い
、前記プリセット値より低い場合にはステップＳ５へ移行するステップＳ４と、
　前記複数のアンテナのうち、前記第１アンテナと異なる信号強度が最大となるアンテナ
を動作アンテナとして起動するステップＳ５と、を含むことを特徴とする、アンテナ選択
方法。
【請求項２】
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　前記プリセット使用環境は、前記電子デバイスの存在する使用環境が当該電子デバイス
が外部金属の付近に存在する使用環境であることを含み、
　前記ステップＳ２は、金属検知センサが前記外部金属の金属方向を検出したか否かによ
り、前記電子デバイスの存在する現在の使用環境が当該電子デバイスが前記外部金属の付
近に存在する使用環境であるか否かを判断し、その使用環境であると判断した場合にはス
テップＳ３へ移行し、その使用環境ではないと判断した場合にはステップＳ５へ移行する
ことを含むことを特徴とする、請求項１に記載のアンテナ選択方法。
【請求項３】
　前記第１アンテナは、前記複数のアンテナのうち、前記外部金属から最も離れたアンテ
ナであることを特徴とする、請求項２に記載のアンテナ選択方法。
【請求項４】
　前記プリセット使用環境は、前記電子デバイスの存在する使用環境が当該電子デバイス
が反転状態にある使用環境であることを含み、
　ステップＳ２は、角度センサが前記電子デバイスの反転を検出したか否かにより、前記
電子デバイスの存在する現在の使用環境が電子デバイスが反転状態にある使用環境である
か否かを判断し、その使用状態である場合にはステップＳ３へ移行し、その使用状態では
ない場合にはステップＳ５へ移行することを含むことを特徴とする、請求項１に記載のア
ンテナ選択方法。
【請求項５】
　前記第１アンテナは、前記複数のアンテナのうち、前記電子デバイスの背面に位置する
アンテナであることを特徴とする、請求項４に記載のアンテナ選択方法。
【請求項６】
　前記ステップＳ５の後には、
　信号強度が前記プリセット値より高いすべてのアンテナを分析することにより、プリセ
ット時間内に信号強度の変化が最小となる第２アンテナを得るステップＳ６と、
　前記第２アンテナを動作アンテナとして起動するステップＳ７と、をさらに含むことを
特徴とする、請求項１に記載のアンテナ選択方法。
【請求項７】
　電子デバイスであって、
　使用環境センサと、アンテナ選択スイッチと、前記アンテナ選択スイッチに接続された
複数のアンテナと、前記使用環境センサ及び前記アンテナ選択スイッチに接続されたコン
トローラとを含み、
　前記コントローラは、前記複数のアンテナのうち、デフォルト動作アンテナであるアン
テナの信号強度がプリセット値より低いか否かを検出するように構成され、
　前記デフォルト動作アンテナの信号強度が前記プリセット値より低い場合、前記コント
ローラは、前記電子デバイスの存在する現在の使用環境とプリセット使用環境とが一致す
るか否かを検出するように構成され、
　前記電子デバイスの前記存在する現在の使用環境と前記プリセット使用環境とが一致す
る場合、前記コントローラは、前記アンテナ選択スイッチが前記複数のアンテナのうち、
前記デフォルトアンテナと異なる前記電子デバイスにおいて現在の使用環境による影響が
最小となる位置に位置する第１アンテナを動作アンテナとして起動するように、前記アン
テナ選択スイッチを制御するように構成され、
　前記コントローラは、動作アンテナとし起動された前記第１アンテナの信号強度が前記
プリセット値より低いか否かを検出するように構成され、前記第１アンテナの信号強度が
前記プリセット値より低くない場合、前記コントローラは、前記第１アンテナの信号強度
が前記プリセット値より低いか否かを再検出するように構成され、前記第１アンテナの信
号強度が前記プリセット値より低い場合、前記コントローラは、前記アンテナ選択スイッ
チが前記複数のアンテナのうち、前記第１アンテナと異なる信号強度が最大となるアンテ
ナを動作アンテナとして起動するように、前記アンテナ選択スイッチを制御するように構
成され、
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　前記電子デバイスの存在する現在の使用環境と前記プリセット使用環境とが一致しない
場合、前記コントローラは、前記アンテナ選択スイッチが前記複数のアンテナのうち、信
号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動するように、前記アンテナ選択ス
イッチを制御するように構成される、ことを特徴とする電子デバイス。
【請求項８】
　前記プリセット使用環境は、前記電子デバイスの存在する使用環境が当該電子デバイス
が外部金属の付近にある使用環境であることを含み、
　前記使用環境センサは、前記外部金属の金属方向を検出するための金属検知センサを含
み、
　前記コントローラは、前記金属検知センサが前記外部金属の金属方向を検出したか否か
を判断するように構成され、前記金属検知センサが前記外部金属の金属方向を検出した場
合、前記コントローラは、前記アンテナ選択スイッチが前記第１アンテナを動作アンテナ
として起動するように前記アンテナ選択スイッチを制御し、前記金属検知センサが前記外
部金属の金属方向を検出しない場合、前記コントローラは、前記アンテナ選択スイッチが
前記複数のアンテナのうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動す
るように、前記アンテナ選択スイッチを制御することを特徴とする、請求項７に記載の電
子デバイス。
【請求項９】
　前記第１アンテナは、前記複数のアンテナのうち、前記外部金属から最も離れたアンテ
ナであることを特徴とする、請求項８に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記プリセット使用環境は、前記電子デバイスの存在する使用環境が当該電子デバイス
が反転状態にある使用環境であることを含み、
　前記使用環境センサは、前記電子デバイスの放置角度を検出するための角度センサを含
み、
　前記コントローラは、前記放置角度によって前記電子デバイスが反転したか否かを判断
するように構成され、前記電子デバイスが反転した場合、前記コントローラは、前記アン
テナ選択スイッチが前記第１アンテナを動作アンテナとして起動するように前記アンテナ
選択スイッチを制御するように構成され、前記電子デバイスが反転しない場合、前記コン
トローラは、前記アンテナ選択スイッチが前記複数のアンテナのうち、信号強度が最大と
なるアンテナを動作アンテナとして起動するように制御するように構成されることを特徴
とする、請求項７に記載の電子デバイス。
【請求項１１】
　前記第１アンテナは、前記複数のアンテナのうち、前記電子デバイスの背面に位置する
アンテナであることを特徴とする、請求項１０に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　前記コントローラは、前記信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動し
た後、さらに、信号強度が前記プリセット値より高いすべてのアンテナを分析することに
より、プリセット時間内に信号強度の変化が最小となる第２アンテナを得て、かつ前記ア
ンテナ選択スイッチが前記第２アンテナを動作アンテナとして起動するように、前記アン
テナ選択スイッチを制御するように構成されることを特徴とする、請求項７に記載の電子
デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、より具体的に、アンテナ選択方法及び電子デバイスに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の急速な発展及び人々の通信に対するリアルタイム要求に伴って、無線通信機
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能を有する電子デバイスが広く用いられている。これらの電子デバイスは、一般的に、基
地局と通信するためのアンテナを備える。
【０００３】
　しかしながら、これらの電子デバイスは、製品の体積の制限、使用環境及び使用状態に
よって影響を受けやすく、アンテナ性能の最適化を達成できなかった。電子デバイスであ
る移動通信端末を例として、ユーザが移動通信端末を手持ちで通話する場合、又は移動通
信端末をポケットに入れてイヤホンにより通話する場合、手や頭などの身体部位、ポケッ
トにおける鍵などの金属品は、移動通信端末のアンテナ性能に悪影響を与えることがある
。
【０００４】
　現在、上記した問題を解決するために、上記電子デバイスは、電子デバイスの異なる位
置に設けられた２つのアンテナモジュールを備える。電子デバイスは、その立ち姿勢によ
って２つのアンテナモジュールのうちの一方を選択して外部の基地局と通信することがで
きる。
【０００５】
　しかしながら、上記した解決策により電子デバイスのアンテナモジュールをある程度で
最適化することができるが、その電子デバイスが立ち姿勢によってアンテナモジュールを
選択するため、実際に、立ち姿勢以外の他の要因もアンテナモジュールに影響を与える可
能性がある。したがって、上記した解決策は、電子デバイスのアンテナ性能をさらに最適
化することができず、一定の制限が存在する。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の目的は、従来技術に存在する技術的問題の少なくとも１つを解決することにあ
る。そのため、本発明は、アンテナ選択方法及び電子デバイスを提供する必要がある。
【０００７】
　複数のアンテナを有する電子デバイス用のアンテナ選択方法であって、
上記複数のアンテナのうち、デフォルト動作アンテナ（default working antenna）であ
るアンテナの信号強度がプリセット値より低いか否かを検出し、上記プリセット値より低
くない場合にはステップＳ１を繰り返し行い、上記プリセット値より低い場合にはステッ
プＳ２へ移行するステップＳ１と、
上記電子デバイスの存在する現在の使用環境とプリセット使用環境とが一致するか否かを
検出し、一致する場合にはステップＳ３へ移行し、一致しない場合にはステップＳ５へ移
行するステップＳ２と、
上記複数のアンテナのうち、上記電子デバイスにおいて現在の使用環境による影響が最小
となる位置に位置する第１アンテナを動作アンテナとして起動（invocation）するステッ
プＳ３と、
上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より低いか否かを検出し、上記プリセッ
ト値より低くない場合にはステップＳ４を繰り返し行い、上記プリセット値より低い場合
にはステップＳ５へ移行するステップＳ４と、
上記複数のアンテナのうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動す
るステップＳ５と、を含むアンテナ選択方法を提供する。
【０００８】
　電子デバイスであって、
使用環境センサと、アンテナ選択スイッチと、上記アンテナ選択スイッチに接続された複
数のアンテナと、上記使用環境センサ及び上記アンテナ選択スイッチに接続されたコント
ローラとを含み、
上記コントローラは、上記複数のアンテナのうち、デフォルト動作アンテナであるアンテ
ナの信号強度がプリセット値より低いか否かを検出するように構成され、
上記デフォルト動作アンテナの信号強度が上記プリセット値より低い場合、上記コントロ
ーラは、上記電子デバイスの存在する現在の使用環境とプリセット使用環境とが一致する
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か否かを検出するように構成され、
上記電子デバイスの存在する現在の使用環境と上記プリセット使用環境とが一致する場合
、上記コントローラは、上記アンテナ選択スイッチが上記複数のアンテナのうち、上記電
子デバイスにおいて現在の使用環境による影響が最小となる位置に位置する第１アンテナ
を動作アンテナとして起動するように、上記アンテナ選択スイッチを制御するように構成
され、
上記コントローラは、上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より低いか否かを
検出するように構成され、上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より低くない
場合、上記コントローラは、上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より低いか
否かを再検出するように構成され、上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より
低い場合、上記コントローラは、上記アンテナ選択スイッチが上記複数のアンテナのうち
、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動するように、上記アンテナ選
択スイッチを制御するように構成され、
上記電子デバイスの存在する現在の使用環境と上記プリセット使用環境とが一致しない場
合、上記コントローラは、上記アンテナ選択スイッチが上記複数のアンテナのうち、信号
強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動するように、上記アンテナ選択スイ
ッチを制御するように構成される。
【０００９】
　上記アンテナ選択方法及び電子デバイスは、電子デバイスの使用環境の変化及びアンテ
ナの信号強度によって最適なアンテナをリアルタイムで検出し、かつ当該最適なアンテナ
に自動的に切り替えて使用することにより、電子デバイスのアンテナが常に最適な動作状
態（working state）にあることを確保できる。
【００１０】
　本発明の付加的な態様及び長所は、以下の説明にて部分的に示され、その一部が下記の
説明により明らかになり、或いは、本発明の実行により理解されるであろう。
【００１１】
　本発明の上述した及び／又は付加的な態様並びに長所は、下記の添付図面を参照した実
施形態の説明から、より明らかになり、且つ、容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、好ましい実施形態に係る電子デバイスのモジュール模式図である。
【図２】図２は、好ましい実施形態に係る電子デバイスの平面模式図である。
【図３】図３は、好ましい実施形態に係る電子デバイスの別のモジュール模式図である。
【図４】図４は、好ましい実施形態に係る電子デバイスの側面模式図である。
【図５】図５は、好ましい実施形態に係る電子デバイス用のアンテナ選択方法のフロー図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を詳細に説明する。下記の実施形態が添付図面に例示され、図
面全体にわたって同一若しくは類似の参照番号は、同一若しくは類似の素子又は同一若し
くは類似の機能を有する素子を表す。下記のように図面を参考しながら説明した実施形態
は、本発明を説明するための例示的なものに過ぎず、本発明を制限するものと理解されて
はならない。
【００１４】
　本発明の説明において、用語「第１」、「第２」は、説明を目的とするものに過ぎず、
相対的な重要性を表明若しくは暗示し、又は、所定の技術的特徴の数量を示唆するものと
見なされないことを理解すべきである。このため、「第１」、「第２」によって限定され
た特徴は、１つ又は複数の当該特徴を明示的に又は黙示的に含み得る。本発明の説明にお
いて、別段の明記がない限り、「複数」とは、２つ又は２つ以上を意味する。
【００１５】
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　本発明の説明において、別段の明記がない限り、用語「取り付ける」、「繋ぐ」、「接
続」は、広義に理解されるべきであり、例えば、固定接続、取り外し可能な接続、又は一
体的な接続であってもよく、機械的な接続、電気的な接続、又は互いに通信可能な接続で
あってもよく、直接的な接続、中間媒体を介した間接的な接続、２つの素子の間の連通、
又は２つの素子の相互作用の関係であってもよい。当業者にとって、具体的な状況に応じ
て、本発明における上記用語の具体的な意味を理解され得る。
【００１６】
　以下の説明において、本発明の異なる構造を実現するための様々な異なる実施形態又は
実施例を提供する。本発明の説明を簡略化するために、以下、特定例における部材及び設
定について説明する。言うまでもなく、これらは例示に過ぎず、本発明を制限すると意図
するものではない。また、本発明は、異なる例示において参照番号及び／又は参照文字が
繰り返され得る。このような繰り返しは、簡略化及び明確化を意図するものであり、それ
自体が検討した様々な実施形態及び／又は設定の間の関係を意味しない。また、本発明は
、様々な特定のプロセス及び材料の例を提供するが、当業者にとって、他のプロセスの適
用及び／又は他の材料の使用を想到し得る。
【００１７】
　図１に示すように、本発明の第一好ましい実施形態に係る電子デバイス１００は、使用
環境センサ１０４と、アンテナ選択スイッチ１０６と、上記アンテナ選択スイッチ１０６
に接続された複数のアンテナ１０８と、上記使用環境センサ１０４及びアンテナ選択スイ
ッチ１０６に接続されたコントローラ１０２とを含む。
【００１８】
　図２に示すように、電子デバイス１００は、例えば、携帯電話機、タブレットコンピュ
ータ、ウェアラブル電子装置などの移動通信機能を有する電子デバイスであってもよく、
ｗｉｆｉ機能を有するＴＶボックスのようなビデオ表示端末にオーディオ・ビデオ信号を
提供するために使用され、且つローカル通信機能を有する小型コンピュータ端末装置など
の電子デバイスであってもよい。上記電子デバイス１００は、信号発信基地局（signalem
ission base station）又はルータ（図示せず）と通信可能である。そのため、本実施形
態において、移動通信アンテナを上記アンテナの一例として本発明の実施を説明するが、
本発明の実施はそれに限定されない。電子デバイス１００は、上記複数のアンテナ１０８
のうちの１つのアンテナによって信号発信基地局と信号伝送を行うことができる。また、
本実施形態において、例示として、アンテナ１０８の数量が４つである場合を説明する。
【００１９】
　上記電子デバイス１００は、略直方体状を呈し、表示パネル１１０を備える。初期動作
時に、電子デバイス１００は、４つのアンテナのうちの１つのアンテナ１１２をデフォル
ト動作アンテナとして設定し、他の３つのアンテナを候補アンテナ（以下、第１候補アン
テナ１１４、第２候補アンテナ１１６、及び第３候補アンテナ１１８という）として設定
することができる。
【００２０】
　本実施形態において、デフォルト動作アンテナ１１２は、電子デバイス１００における
前面右上隅の内部位置（電子デバイス１００の前面とは、電子デバイス１００の使用時に
常にユーザに面する表面、例えば、表示パネル１１０が設けられた面を指す。）に設けら
れている。ユーザが上記電子デバイス１００で通話するときに、当該位置はアンテナの信
号送受信に有利である。
【００２１】
　第１候補アンテナ１１４は、電子デバイス１００における前面右下隅の内部位置に設け
られ、第２候補アンテナ１１６は、電子デバイス１００における前面左下隅の内部位置に
設けられ、第３候補アンテナ１１８は、電子デバイス１００における前面左上隅の内部位
置に設けられている。このように、電子デバイス１００は、当該４つのアンテナをなるべ
く離間させて配置することにより、異なる方向でいずれかのアンテナによって信号を送受
信可能とする。
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【００２２】
　上記コントローラ１０２は、上記デフォルト動作アンテナ１１２の信号強度がプリセッ
ト値より低いか否かを検出するように構成される。電子デバイス１００は、様々な異なる
使用環境で動作する可能性があるため、その異なる使用環境により電子デバイス１００の
アンテナ性能に悪影響を与える可能性がある。したがって、コントローラ１０２は、デフ
ォルト動作アンテナ１１２の信号強度をプリセット値と比較することにより、デフォルト
動作アンテナ１１２の性能が要求を満たすか否かを判断する。
【００２３】
　プリセット値は、電子デバイス１００の通常の使用環境を想定して設定され得る。例え
ば、電子デバイス１００が携帯電話機などの携帯型の電子デバイスである場合、その使用
環境が通常室外であるため、プリセット値は、比較的大きな数値に設定され得る。一方、
電子デバイス１００がタブレットコンピュータなどの比較的携帯に不便な電子デバイスで
ある場合、その使用環境が通常室内であるため、プリセット値は、比較的小さな数値に設
定され得る。言うまでもなく、以上は２つの状況でプリセット値の設定について説明した
が、プリセット値の設定は上記２つの状況に限定されない。
【００２４】
　上記デフォルト動作アンテナ１１２の信号強度が上記プリセット値より低い場合、上記
コントローラ１０２は、上記電子デバイス１００の存在する現在の使用環境とプリセット
使用環境とが一致するか否かを検出するように構成される。上記デフォルト動作アンテナ
１１２の信号強度が上記プリセット値より低くない場合、コントローラ１０２は、上記デ
フォルト動作アンテナ１１２の信号強度が上記プリセット値より低いか否かを再検出する
ように構成される。
【００２５】
　上記電子デバイス１００の存在する現在の使用環境と上記プリセット使用環境とが一致
する場合、上記コントローラ１０２は、上記アンテナ選択スイッチ１０６が前記複数のア
ンテナのうち、電子デバイスにおいて現在の使用環境による影響が最小となる位置に位置
する第１アンテナを動作アンテナとして起動するように、上記アンテナ選択スイッチ１０
６を制御するように構成される。
【００２６】
　具体的に、本実施形態において、上記プリセット使用環境は、上記電子デバイス１００
の存在する使用環境が当該電子デバイス１００が外部金属の付近に存在する使用環境であ
ることを含む。それに応じて、使用環境センサ１０４は、外部金属の金属方向を検出する
ための金属検知センサ１２０を含む。上記プリセット使用環境は、ユーザが日常的に電子
デバイス１００を使用するときに、その電子デバイス１００が周りに金属の存在する環境
、例えば、鍵が収納されたポケット内の環境に置かれた場合を模擬する。
【００２７】
　上記コントローラ１０２は、金属方向を検出するように金属検知センサ１２０を起動し
、その金属検知センサ１２０が当該外部金属の金属方向を検出したか否かを判断するよう
に構成される。電子デバイス１００自体が含有する金属は、金属検知センサ１２０に対し
て干渉を生じる可能性がある。そのため、電子デバイス１００は、外部金属のない環境に
置かれて金属検知センサ１２０のゼロ校正を行うことができる。このように、電子デバイ
ス１００が外部金属の付近に置かれた使用環境の場合、金属検知センサ１２０は、外部金
属の金属方向を検出することができる。
【００２８】
　上記コントローラ１０２は、上記金属検知センサ１２０が外部金属の金属方向を検出し
たと判断すると、上記電子デバイス１００が外部金属付近の使用環境に存在することを表
す。コントローラ１０２は、当該金属方向に応じて、アンテナ選択スイッチ１０６が上記
複数のアンテナのうち、外部金属から最も離れた第１アンテナを動作アンテナとして起動
するように、そのアンテナ選択スイッチ１０６を制御する。例えば、図２に示すように、
外部金属の金属方向が電子デバイス１００前面の上方にある場合、コントローラ１０２は



(8) JP 6506473 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

、アンテナ選択スイッチ１０６が電子デバイス１００における前面左下隅に位置する第２
候補アンテナ１１６を動作アンテナとして起動するように、上記アンテナ選択スイッチ１
０６を制御する。このようにして、外部金属による電子デバイス１００の動作アンテナへ
の影響を最小にする。
【００２９】
　上記コントローラ１０２は、上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より低い
か否かを検出するように構成される。当該第１アンテナの信号強度が上記プリセット値よ
り低くない場合、上記コントローラ１０２は、当該第１アンテナの信号強度が上記プリセ
ット値より低いか否かを再検出するように構成される。当該第１アンテナの信号強度が上
記プリセット値より低い場合、上記コントローラ１０２は、上記アンテナ選択スイッチ１
０６が上記複数のアンテナのうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして
起動するように、上記アンテナ選択スイッチ１０６を制御するように構成される。
【００３０】
　具体的に、アンテナの信号強度は、外部金属からの影響に加えて、他の要因からの影響
を受ける可能性もある。そのため、外部金属から最も離れた第１アンテナ（本実施形態の
第２候補アンテナ１１６）を起動する場合、第２候補アンテナ１１６の信号強度が予期し
た信号強度に達しない可能性がある。コントローラ１０２は、第２候補アンテナ１１６の
信号強度をリアルタイムで検出することにより、第２候補アンテナ１１６の信号強度が予
期した信号強度に達するか否かを判断する。第１アンテナの信号強度が予期した信号強度
に達しない場合、コントローラ１０２は、アンテナ選択スイッチ１０６が上記複数のアン
テナのうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動するように、アン
テナ選択スイッチ１０６を制御する。このように、電子デバイス１００のアンテナ性能は
最適化され得る。
【００３１】
　上記電子デバイス１００の存在する現在の使用環境と上記プリセット使用環境と一致し
ない場合、上記コントローラ１０２は、上記複数のアンテナのうち、信号強度が最大とな
るアンテナを動作アンテナとして起動するように構成される。例えば、上記コントローラ
１０２は、上記金属検知センサ１２０が当該外部金属の金属方向を検出しないと判断した
と、電子デバイス１００の存在する現在の使用環境は外部金属からの影響を受けないこと
を表す。そのため、デフォルト動作アンテナ１１２の信号強度がプリセット値より低く、
かつ電子デバイス１００の存在する現在の使用環境が外部金属からの影響を受けない場合
、電子デバイス１００は、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動する
。このように、電子デバイス１００のアンテナ性能は最適化され得る。
【００３２】
　さらに、コントローラ１０２は、信号強度が上記プリセット値より高いすべてのアンテ
ナを分析することにより、プリセット時間内に信号強度の変化が最小となる第２アンテナ
を得て、かつ上記アンテナ選択スイッチ１０６が当該第２アンテナを動作アンテナとして
起動するように、上記アンテナ選択スイッチ１０６を制御する。
【００３３】
　具体的に、第１アンテナ又は信号強度が最大となるアンテナを起動した後、電子デバイ
ス１００の存在する現在の使用環境が変化する可能性があるため、その変化に応じて上記
複数のアンテナの信号強度を変化させる。そのため、一定の時間後、コントローラ１０２
は、信号強度がプリセット値より高いすべてのアンテナのうち、プリセット時間内に信号
強度の変化が最小となる第２アンテナを動作アンテナとして起動する。このように、電子
デバイス１００は、アンテナが最も安定である状態で動作することができる。上記第１ア
ンテナ及び第２アンテナは、いくつかの状況で同一のアンテナ、又は異なるアンテナを指
すと理解され得る。例えば、第２候補アンテナ１１６が第１アンテナとして起動されると
きに、その後一定の時間内に当該第２候補アンテナ１１６は、信号強度がプリセット値よ
り高いすべてのアンテナのうち、プリセット時間内に信号強度の変化が最小となるアンテ
ナである場合、当該第２候補アンテナ１１６は第２アンテナになるが、例えば、その後一
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定の時間内に第３候補アンテナ１１８は、信号強度がプリセット値より高いすべてのアン
テナのうち、プリセット時間内に信号強度の変化が最小となるアンテナである場合、第３
候補アンテナ１１８は第２アンテナになる。
【００３４】
　以上説明したように、上記電子デバイス１００は、電子デバイス１００の使用環境の変
化及びアンテナの信号強度によって最適なアンテナをリアルタイムに検出し、かつ当該最
適なアンテナに自動的に切り替えて使用することにより、電子デバイス１００のアンテナ
が常に最適な動作状態にあることを確保できる。
【００３５】
　図３に示すように、本発明の第二好ましい実施形態は、電子デバイス２００を提供する
。本実施形態に係る電子デバイス２００は、第一好ましい実施形態に係る電子デバイス１
００と基本的に同じであり、その相違点は、本実施形態の使用環境センサ２０２が金属検
知センサの代わりに、角度センサ２０４を含むことにある。
【００３６】
　具体的に、本実施形態において、図４を参照しながら、例として上記電子デバイス２０
０のアンテナの数量が２つである場合を説明する。ここで、一方のアンテナ２０６が電子
デバイス２００における前面上方の内部位置に位置し、他方のアンテナ２０８が電子デバ
イス２００における背面（裏面）下方の内部位置に位置する。初期動作時に、電子デバイ
ス２００における前面上方の内部位置に位置するアンテナ２０６はデフォルト動作アンテ
ナ２０６であり、電子デバイス２００における背面下方の内部位置に位置するアンテナ２
０８は候補アンテナ２０８である。
【００３７】
　上記プリセット使用環境は、上記電子デバイス２００の存在する使用環境が当該電子デ
バイス２００が反転した使用環境であることを含む。それに応じて、上記角度センサ２０
４は、上記電子デバイス２００の放置角度、例えば、電子デバイス２００がテーブル面な
どの支持面３００に前面上向きで置かれたか、又は背面上向き（反転）で置かれたかを検
出するように構成される。上記プリセット使用環境は、図４に示すように、ユーザが日常
的に電子デバイス２００を使用するときに、その電子デバイス２００がテーブル面などの
支持面３００に反転して置かれた場合を模擬する。
【００３８】
　上記コントローラ２１０は、上記電子デバイス２００の放置角度を検出するように角度
センサ２０４を起動し、その放置角度によって電子デバイス２００が反転したか否かを判
断するように構成される。上記電子デバイス２００が反転した場合、上記コントローラ２
１０は、上記アンテナ選択スイッチ２１２が上記電子デバイス２００における背面下方に
位置する候補アンテナ２０８である第１アンテナを動作アンテナとして起動するように、
上記アンテナ選択スイッチ２１２を制御する。
【００３９】
　上記電子デバイス２００が反転しない場合、上記コントローラ２１０は、上記２つのア
ンテナのうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動するように構成
される。本実施形態において、以上で説明されない他の部分は、第一好ましい実施形態の
説明を参照し得るため、ここでその詳しい説明が省略される。
【００４０】
　以上説明したように、上記電子デバイス２００は、電子デバイス２００の使用環境の変
化及びアンテナの信号強度によって最適なアンテナをリアルタイムに検出し、かつ当該最
適なアンテナに自動的に切り替えて使用することにより、電子デバイス２００のアンテナ
が常に最適な動作状態にあることを確保できる。
【００４１】
　上記した実施形態に係るアンテナの数量及び配置は、本発明の実施を説明するためのも
の過ぎず、本発明を限定するものではないと理解され得る。アンテナの数量及び配置は、
電子デバイスの実際の使用環境の変化に応じて変更され得る。
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【００４２】
　図５に示すように、本発明の第三好ましい実施形態は、複数のアンテナを有する電子デ
バイス用のアンテナ選択方法を提供する。上記選択方法は、
上記複数のアンテナのうち、デフォルト動作アンテナであるアンテナの信号強度がプリセ
ット値より低いか否かを検出し、上記プリセット値より低くない場合（ＮＯの場合）には
ステップＳ１（検出）を繰り返し行い、上記プリセット値より低い場合（ＹＥＳの場合）
にはステップＳ２へ移行するステップＳ１と、
上記電子デバイスの存在する現在の使用環境とプリセット使用環境とが一致するか否かを
検出し、一致する場合（ＹＥＳの場合）にはステップＳ３へ移行し、一致しない場合（Ｎ
Ｏの場合）にはステップＳ５へ移行するステップＳ２と、
上記複数のアンテナのうち、上記電子デバイスにおいて現在の使用環境による影響が最小
となる位置に位置する第１アンテナを動作アンテナとして起動するステップＳ３と、
上記第１アンテナの信号強度が上記プリセット値より低いか否かを検出し、上記プリセッ
ト値より低くない場合（ＮＯの場合）にはステップＳ４（検出）を繰り返し行い、上記プ
リセット値より低い場合（ＹＥＳの場合）にはステップＳ５へ移行するステップＳ４と、
上記複数のアンテナのうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動す
るステップＳ５と、を含む。
【００４３】
　上記アンテナ選択方法は、上述したいずれかの実施形態に係る電子デバイスによって実
現できると理解され得る。
【００４４】
　ステップＳ１において、コントローラは、上記複数のアンテナのうち、デフォルト動作
アンテナであるアンテナの信号強度がプリセット値より低いか否かを検出する。
【００４５】
　ステップＳ２において、コントローラは、使用環境センサにより上記電子デバイスの存
在する現在の使用環境とプリセット使用環境とが一致するか否かを検出する。
【００４６】
　一実施形態において、上記プリセット使用環境は、電子デバイスの存在する使用環境が
当該電子デバイスが外部金属の付近に存在する使用環境であることを含む。ステップＳ２
において、金属検知センサが外部金属の金属方向を検出したか否かにより、電子デバイス
の存在する現在の使用環境は当該電子デバイスが外部金属の付近に存在する使用環境であ
るか否かを判断し、その使用環境であると判断した場合（ＹＥＳの場合）にはステップＳ
３へ移行し、その使用環境ではないと判断した場合（ＮＯの場合）にはステップＳ５へ移
行する。
【００４７】
　ステップＳ３において、コントローラは、アンテナ選択スイッチが上記複数のアンテナ
のうち、外部金属から最も離れた第１アンテナを動作アンテナとして起動するように、上
記アンテナ選択スイッチを制御する。このように、電子デバイスのアンテナ性能は最適化
され得る。
【００４８】
　一実施形態において、上記プリセット使用環境は、上記電子デバイスの存在する使用環
境が当該電子デバイスが反転状態にある使用環境であることを含む。ステップＳ２におい
て、角度センサが上記電子デバイスの反転を検出したか否かにより、その電子デバイスの
存在する現在の使用環境は電子デバイスが反転状態にある使用環境であるか否かを判断し
、その使用状態である場合（ＹＥＳの場合）にはステップＳ３へ移行し、その使用状態で
はない（ＮＯの場合）場合にはステップＳ５へ移行する。
【００４９】
　ステップＳ３において、上記第１アンテナは、上記複数のアンテナのうち、上記電子デ
バイスの背面に位置するアンテナである。このように、電子デバイスのアンテナ性能は最
適化され得る。
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【００５０】
　ステップＳ４において、コントローラは、上記第１アンテナの信号強度が上記プリセッ
ト値より低いか否かを検出する。
【００５１】
　ステップＳ５において、コントローラは、アンテナ選択スイッチが上記複数のアンテナ
のうち、信号強度が最大となるアンテナを動作アンテナとして起動するように、上記アン
テナ選択スイッチを制御する。
【００５２】
　一実施形態において、上記アンテナ選択方法は、ステップＳ５の後、さらに、信号強度
が上記プリセット値より高いすべてのアンテナを分析することにより、プリセット時間内
に信号強度の変化が最小となる第２アンテナを得るステップＳ６と、上記第２アンテナを
動作アンテナとして起動するステップＳ７とを含む。このように、電子デバイスは、アン
テナが最も安定な状態で動作し得る。
【００５３】
　ステップＳ６において、コントローラは、信号強度が上記プリセット値より高いすべて
のアンテナを分析する。ステップＳ７において、コントローラは、アンテナ選択スイッチ
が第２アンテナを動作アンテナとして起動するように、上記アンテナ選択スイッチを制御
する。
【００５４】
　以上説明したように、上記アンテナ選択方法は、電子デバイスの使用環境の変化及びア
ンテナの信号強度によって最適なアンテナをリアルタイムに検出し、かつ当該最適なアン
テナに自動的に切り替えて使用することにより、電子デバイスのアンテナが常に最適な動
作状態にあることを確保できる。
【００５５】
　本明細書において、用語「一実施形態」、「いくつかの実施形態」、「例示的な実施形
態」、「例示」、「具体的な例示」、又は「いくつかの例示」などの説明は、当該実施形
態又は例示に合わせて説明した具体的な特徴、構造、材料又は特性が本発明の少なくとも
１つの実施形態又は例示に包含されることを指す。本明細書において、上記用語の例示的
な記述は、同一の実施形態又は例示を指すとは限らない。また、説明した具体的な特徴、
構造、材料又は特性は、いずれか１つ若しくは複数の実施形態又は例示に適切に組み込ま
れ得る。
【００５６】
　以上、本発明の実施形態を開示して説明したが、当業者は、本発明の原理や要旨を逸脱
しない範囲でこれらの実施形態に対して様々な変更、修正、交換及び変形を行うことが可
能である。本発明の範囲は、特許請求の範囲及びその均等物によって制限される。
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